
本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

政

令

省

令
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◇
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
市
町
村
に
交
付
す
る
事
務
費
に
関
す
る
政
令
（
政

令
第
一
四
一
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

市
町
村
長
が
行
う
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
係
る

事
務
の
処
理
に
必
要
な
費
用
と
し
て
市
町
村
に
交
付
す

る
交
付
金
の
額
を
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る

こ
と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

二
六
〇
八
円
を
基
準
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
市

町
村
の
区
域
を
勘
案
し
て
定
め
る
額
に
、
当
該
市
町

村
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
四
年
法
律
第
一
〇
二
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。）第
五
条
、
第
一
二
条
、
第
一
七

条
又
は
第
二
二
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
に
つ

い
て
法
定
受
託
事
務
と
し
て
受
理
し
た
数
を
乗
じ
て

得
た
額

三
〇
円
に
、
市
町
村
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
法
第
三
六
条
第
一

項
に
規
定
す
る
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
受
給
資
格

者
（
法
第
三
九
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
町
村
が
そ

の
収
入
の
状
況
に
関
し
て
情
報
の
提
供
を
行
う
も
の

に
限
る
。）の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
一
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
市
町
村
に
交
付
す
る
事
務
費
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
四
十
一
号

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
市
町
村
に
交
付
す
る
事
務
費
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
十
七
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、毎
年
度
、

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）が
法
又
は
法
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
っ
て
行
う
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
に
係
る
事
務
の
処
理
に
必
要
な
費
用
と
し
て
、
国
が
、
各
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
交

付
す
る
交
付
金
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
費
用
を
超
え

る
場
合
に
は
、
当
該
現
に
要
し
た
費
用
の
額
）
と
す
る
。

一

二
千
六
百
八
円
を
基
準
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
市
町
村
の
区
域
を
勘
案
し
て
定
め
る
額
に
、
当
該
市
町
村
に
お

け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
次
に
掲
げ
る
数
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
額

イ

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
三
十
年
政
令
第
三
百
六
十
四
号
。
以
下
「
施

行
令
」
と
い
う
。）第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
市
町
村
長
が
法
第
五
条
又
は
第
十
二
条
の
規

定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
受
理
し
た
数

ロ

施
行
令
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
市
町
村
長
が
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請

求
を
受
理
し
た
数

ハ

施
行
令
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
し
市
町
村
長
が
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の

請
求
を
受
理
し
た
数

二

三
十
円
に
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
法
第
三
十
六
条
第
一
項

に
規
定
す
る
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
受
給
資
格
者
（
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
町
村
が
そ
の
収
入
の

状
況
に
関
し
て
情
報
の
提
供
を
行
う
も
の
に
限
る
。）の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
外
務
省
令
第
六
号

外
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
四
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
の
枠
組
み
に
お

い
て
運
用
さ
れ
て
い
る
商
用
渡
航
カ
ー
ド
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

外
務
大
臣

河
野

太
郎

（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁司

法
書
士
懲
戒
処
分
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

預
金
保
険
の
保
険
料
率
、
日
本
弁
護
士
連

合
会
平
成
三
十
一
年
度
役
員
就
任
、
農
水

産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
の
保
険
料
率
関

係
会
社
そ
の
他




		2019-03-29T19:35:41+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




